
2017 SC 5d 默想まとめ 
第五週 その霊の導き、働き、語りかけにしたがってあらゆることを行ない、 
    主の唯一の行動のために彼をからだのかしらとして尊び、 
    からだによって均衡がとられてからだの唯一の一の中に保たれる 

私達は主の行動の中で 
どのように協力するのでしょうか？ 

三方面で照らされる必要があります: 
Ⅰ-Ⅱ：導き。Ⅲ：かしら。Ⅳ：均衡 

Ⅰ 私達はその霊の導きにしたがってあらゆる事を行ない 
A その霊の中の一つ思いの祈りを通して 

使徒1:14これらの人はみな…一つ思いでひたすら祈り続けていた 

B その霊の注ぎ出しをもたらし、生活し働く: 
• ペテロ:使徒2:4彼らはみな聖霊で満たされ､その霊が…語り出させるままに…語り始めた。 

• ステパノ:使徒6:10彼らは、ステパノが語った知恵とその霊に、対抗することができなかった。 

• ピリポ:使徒8:29-30その霊はピリポに､「近づ［き］…なさい」と言われた｡…ピリポが走り寄ると 

 
Ⅱ それが霊の中の行動であって、宗教の中の運動ではないことを見分け 

A その霊で浸透されて、その霊と一になります 
• その霊が導き､働き､語らなければなりません｡その霊は私達の生活でなければなりません 

1コリ12:13わたしたちは…みな一つ霊の中で、一つからだの中へとバプテスマされ、 
     みな一つ霊を飲むようにされたからです。 

B その霊によって遣わされて、出て行って働きを行ないます 
• 地上でその霊によって、その霊の中で、その霊と共に行動する 
使徒13:2彼らが主に仕え、断食していた時、聖霊が言われた、「さあ、バルナバとサウロを 
    わたしのために選び分け、わたしが彼らを召した働きに当たらせなさい」。 

C それはイエスという生けるパースンの行動です 
• 人の討論や決定はなく、生けるパースン、聖霊の行動がありました。 
  その霊で満たされた人が語りました 
Ｄ 神は地上で行動する時、聖霊は召会のかしらです 

使徒15:28なぜなら、聖霊とわたしたちには…良いと思われたからです． 

• 神の新約エコノミーにおける神の行動の本部は、天にあります 
  すべての諸召会を支配する方は、召会のかしらであるキリストです 
コロ1:18御子は、召会であるからだのかしらです 
 

 
*結論 
Ⅴ  要約すると、からだの唯一の一の中に保たれるために、召会生活の中で絶えず「その霊とキリストのからだ」を顧慮する必要があります 

A 「このことはその霊でしょうか？ からだのためでしょうか？」と常に尋ね 

B その霊の中にあることと、からだの一を顧慮していることを確信しているなら エペソ4:3-4平和の結合するきずなの中で、その霊の一を保つことを熱心に努めなさい．一つからだと一つ霊 

C 私達はみな主の回復の中に保たれます コロ2:19…かしらに結び付いて…この方から、からだ全体は、節と筋によって豊かに供給され、結合され、神の増し加わりによって成長するのです。 

Ⅲ 主をからだのかしらとして尊び 
A 私達は自分で決定したり、人に代わって決定をしません, 
 だれもこの事を行なう資格はありません 
B イエスが主であって、私達は主ではありません,私達は彼を尊ぶ必要があります 
ルカ10:2収穫物は多いが、働き人は少ない．だから、収穫物の主が、彼の収穫物のために 
  働き人をせき立てて送り出してくださるように、彼に祈り求めなさい。, 

                         Ｃ 祈り、断食し、主を待ち望む必要があります 
Ｄ 主に問う：私は何をすべきでしょうか？ 
Ｅ 彼だけが唯一の導き手です:そうでないと、私達は主を侮辱してしまいます 

エペソ1:10…すべてのものを、彼の中でかしらにつり上げようとされたのです 

Ｆ 主の臨在を失わないように注意する 
Ｇ 行動が運動とならないように注意する 
• 人から命令を受けたり、人に命令を与えたりしない。主に祈ることこそ正しい道です 

 
Ⅳ からだによって均衡がとられる必要があります 

Ａ 導く兄弟は負担を伝えて聖徒たちに祈るよう求めます 

B 聖徒は主から個人的な導きを受けて行動します 

C 主の導きとからだの感覚が一致するかどうか確かめます 

Ｄ 聖徒に移住するように、また徹底的に祈るように励まします 

E 聖徒は主の負担を受けて、その場所に移住します 

F 祈りと交わりがあれば、主の導きは明確になります 

G 祈りと交わりがなければ、試練によって揺り動かされます 

H 私達が主によって遣わされるなら、決して後悔することはありません 

 I  確信し増強されて、主の権威が与えられます 

例
証 


